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今後の研究 
古代トルコの王国ヒッタイトの領域と境界について 

	

(+�$�

① >�5?\>�'?_��I^ojibk0T&
�(+	
→PGE]PGXN�5HMC^O,DMCJTE	

	
② 
��2TtmusykO)�T1�	

→�7T�'UPGRBLJTE{	

ブリジット・リオン　セシル・ミシェル編　渡井葉子訳	
　『楔形文字を読む』山川出版社p.10をもとに作成	
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v  文字種認識実現には、文字ごとに一定規模の画像
データが必要 
è 

v  高頻度で出現する100文字　　　　　　　　　　　　　　
それぞれに200画像の収集を目標 

v  データセット構築フロー 
1.  2次元コピー画像群から 
ヒューリスティックに　　　　　　　　　　　　　
文字(領域)候補群を抽出	

2.  文字候補画像群をt-SNEで次元圧縮し、 
DBSCANでクラスタリング 

3.  手作業でクリーニング 
 

v  これまでの収集結果は公開中 

楔形文字文献の形態論情報付き 
コーパス構築の自動化に向けて 

背景 
v  楔形文字 

ü  中近東で紀元前4千年紀から 
約3,000年間利用された文字 

ü  約600種類 (時代により字形が異なる) 
ü  表音文字にも表意文字にも使用 
ü  外見上「楔」と線からなる (Fig 1.) 
ü  主に粘土板に書かれた (Fig 2.) 

v  楔形文字文書は言語・文献学的に重要 
ü  古代中近東の言語資料性	

ü  文献ジャンルの多様性 

v  最低でも約50万件の文献が存在 

関連研究 

v  粘土板の3次元データ化と2次元コピー画
像の作成 
[Watkins+ 2003], [Mara+ 2013], [Rothacker+ 
2013] etc. 

v  手作業での形態論情報付きコーパス構築 
[Molina+ 2016], ETCSRI (http://
oracc.museum.upenn.edu/etcsri) etc. 

² 効率的な文献調査には電子コー
パス化が不可欠 

² 文法(形態論)情報のあるコーパ
スの構築は進んでいない 

² 手作業でのコーパス構築の労力
を省くため、計算機を利用した
自動構築を目指す 

現在形態論情報付きコーパスの 
自動構築を扱った研究はほとんどない 

Fig 2. 

𒀭
Fig 1. 

楔 

v  現時点では文字の認識すら実現していない 
v  研究利用できる2次元コピー画像は多く存在する 
è まず2次元コピー画像からの文字種認識を目指す 

形態論情報付きコーパス自動構築の 
想定フロー 

楔形文字画像データセットの構築 

今後 

粘土板 3次元データ 文字 翻字 + 形態論情報 

v  手書きコピー画像からの文字認識 
v  シュメール語で、文字の並びからの形態論情報付与 

 	

2次元コピー画像から半自動で収集	

2次元コピー 

 	
	

†[Rothacker+ 2013]から抜粋 	
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2次元コピー 

文字候補群 

分類結果 
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